


田上小学校

• 金沢駅から車で約２５分

• 近くに 大きな道路 が通る

• 約２０～３０年前は田畑だった





角間の里山

• 「キタダン」に続く里山

• 金沢大学のキャンパス
につながる里山

• 色々な生物が生息する



里山の生き物

ゲンジボタル～クロサンショウウオ



～ホタルについて～

キタダンでは、 ｛ゲンジボタル｝
｛ヘイケボタル｝が６月に見れる

～光り方・光の色～ なめらか

ゲンジボタル 光は黄緑色 暗い
点滅の間隔がゆるい

ヘイケボタル 光は黄色 明るい

点滅の間隔がせまい 明暗がはっきりしている

カワニナ タニシ



キタダンのヘイケボタル
・金沢市の一部の「ホタルマップ」
・ はキタダン周辺

赤色のホタル ヘイケボタル

青色のホタル ゲンジボタル

金沢市でヘイケボタルがここまで

居るのはキタダンだけ

理

由



無農薬だから

キタダンでは「６０年前」の米作りのやり方
だから

草むしりが手作業＆無農薬

つまり

食物連鎖により生き物の生活環境が安定

生き物が安心して生きることができる



クロサンショウウオ

山地の水田がある森林に生息する 夜行性

最近は数を減らしている

その理由は…

農薬などで環境が悪化

キタダンでは、増えている↑



その他の里山の動植物



ぼくらキタダンの生き物たち

登場人物

・田上っ子
・クロサンショウウオ
・ヘイケボタル
・ゲンジボタル



ぼくらキタダンの生き物たち





里山で私たちがみた



里山で私たちが体験した
６０年前の米作り

５月 田植え 手作業で、木製の「 」を使う

７月 虫送り 「五穀成就稲虫送り」

と言いながら、太鼓をたたく

１０月 稲刈り 鎌で稲を一株ずつ刈る

１２月 もちつき 自分たちで育てたもち米を

ついて食べる

５月 田植え 木製の道具を使う

７月 虫送り ｢五穀成就稲虫送り」と
いいながら、太鼓をたたく

１０月 稲刈り 手作業で一株ずつ刈る

１２月 もちつき 大人の方の手伝いもあり、
自分たちで育てたお米を
おもちにし、
おいしくいただきます。



型枠を使っている様子



米作りにも、木材を使う

例

型枠（田植えの際、植える間隔をつける道具）

鎌の持ち手

鍬

木が環境をつくる

から、お米が育つ



なぜキタダン・里山，荒れ果てた？

大学の工事が始まる

水の流れが変わった

キタダンに水が流れなくなってしまった



再び，あの里山とキタダンにするには―

間伐を行う

間伐した木材を利用
間伐した木材を利用することが里山を守っていくことに
なる



間伐した木材の利用方法

• 木造建築の家

• 鉛筆

• ノート

• 割り箸

• 机・椅子

• バイオマスエネルギー

• 燃料・製紙原料

• 木質ボード原料

など



正
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